
役職名 氏　名 所属団体等

会長 黒川　実男 小域福祉ＮＷ（青葉台小）

副会長 川上　孝江 民生委員児童委員協議会

〃 水田　葉子 子育て家庭支援員協議会

事業部長 川又　昇造 小域福祉ＮＷ（明神小）

事業担当 田丸　榮一 小域福祉ＮＷ（姉崎小）

〃 中島　宗光 戦没者遺族会

〃 藤沢　朝代 子育て家庭支援員協議会

〃 小林　泰生 民生委員児童委員協議会

〃 小林　照子 更生保護女性会

渉外担当 桃尾　英宣 町会長会

会計担当 田丸　惠子 民生委員児童委員協議会

事務担当 安藤　敏子 民生委員児童委員協議会

理事 田巻　正史 民生委員児童委員協議会

〃 大山　加代子 　〃

〃 海保　信弘 町会長会

〃 斎藤　義人 　〃

〃 佐久間　保男 　〃

〃 古寺　純爾 　〃

〃 渡邉　正枝 　〃

〃 早坂　貴子 子育て家庭支援員協議会

〃 倉持　美枝子 更生保護女性会

〃 鈴木　久美子 食生活改善協議会

〃 中西　英広 青少年相談員連絡協議会

〃 中島　光孝 地域包括「たいよう」

〃 猪股　理寛 　〃　　「しおみ」

〃 調整中 企業（　　　　　）

〃 白井　修 姉崎支所

〃 諏訪　孝明 姉崎公民館

監事 藤城　信廣 保護司会

〃 渡辺　誠治 小域福祉ＮＷ（青葉台小）
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こんにちは、姉崎地区社会福祉協議会の黒

川です。コロナ感染症との闘い、共存の就任

２年間でした。

姉崎社協常任理事は「停滞は衰退なり」を

教訓として「皆で支え合い助け合える地域共

生社会づくり」の基本理念達成を目指して前

向きに取り組みました。

◆全住民の居場所づくり「げんき食堂、サロン事業」の開催

◆相談支援「おしゃべりカフェの憩い場、心のリフレッシュ」

◆人材育成・確保「居場所づくり、市送迎支援事業」等の展開

衰退・停滞していた「ボランティア活

動、福祉活動の活性化、意識の醸成」

が皆様の協力にて向上しました。

しかし、この間にも「８０５０問題、

ヤングケアラー」等が増加し、福祉活

動に停滞が許されない事を感じました。

令和５年度方針は、「不足していた

過去２年間の活動、及び福祉意識の定

着を図る」、並びに新たな基本理念「地域

の皆さんが支え合うことで“安心・安全”を実現する地域共生

社会を目指す」ことです。

◆皆が互いに支え合う、子供から高齢者までの居場所づくりを

推進

◆地域住民、皆でつながりを豊かにする仕組みで日常生活支援

◆地域でボランティア活動に参加し活躍する人材の育成

姉崎を、みんなで作る住み良い憩いのふる里にしましょう！

第58号（1） そ よ 風 令和5年7月1日

１１月３日（祝・金）

第58号（４） そ よ 風 令和5年7月1日

地区社協新理事紹介

千種地区町会長会
会長 鮎川 典雄

令和５年度の千種地区町会長会

の活動が、５町会から新しい町会

長を迎えて始まりました。千種地

区は３年前に姉崎地区と五井地区

にまたがっていた13町会を統合し

て立ち上がりました。旧姉崎地区

としては今津朝山の内出、宿、三

ケ郷、および白塚、柏原、千種1・

2丁目、千種3・4丁目が該当しま

す。

本年はコロナ感染も一段落し、

「千種フェスティバル」などの催

しものが再開出来そう

です。町会としてもこ

れらの活動を全面的に

支えることで地域の盛り上げに貢

献したいと考えております。

また、いろいろな方々と協力し

て子供向けの活動も活発化させて

おります。姉崎の「げんき食堂ア

ネッサ」につづき、地域食堂「わ

いわい」も５月から立ち上げまし

た。子どもたちが元気に遊び、た

くさん食べるのを見るのは張り合

いが出ます。

市原市防犯協会千種支部も設立

され、４月より活動を開始しまし

た。

一方で、千種小域福祉ネットワー

クを中心に千種地区防災計画策定

プロジェクトも進んでおります。

姉崎地区では明神小域、青葉台小

域で既に策定されておりますが、

震災、水害などに強いまちづくり

を目指しております。

地域の諸団体、ボランティアの

方々と協力して、この地域がより

住みやすいところになれば、と思

う次第です。

令和５年度

姉崎地区町会長会のメンバーです
姉崎地区には３２の町会があります。

各町会の活動が円滑に行えるよう

役員一同、力を合わせて頑張ります。

福祉バザーの開催予定

姉 崎 地 区 社 会 福 祉 協 議 会
会 長 黒 川 実 男

姉 崎 地 区（前年同期比）

世帯数 14,623 世帯(+203)

人 口 28,484 人( -40)

男 14,832 人( ±0)

女 13,652 人( -40)

令 和 5年 4月 1日 現 在

発 行

姉 崎 地 区 社 会 福 祉 協 議 会

発行責任者 会長 黒川 実男

編 集 者 広 報 部 会

事務局 姉崎保健福祉センター内

TEL 0436(62)8601

姉崎地区社会

福祉協議会HP

QRコード

４年ぶりに、今年は装いも

新たに開催の予定です。

お楽しみに。

姉崎地区社協、社協開催事業に

多くの方々から支援金、並びに食材

等のご提供をいただき、ありがとう

ございます。今後も皆様の温かなご

支援を宜しくお願いいたします。

◆姉崎地区社会福祉協議会へ

上総吟游会様､かきつばた様より

◆居場所づくり子ども食堂事業へ

匿名の個人様・団体様より

◆歳末助け合い募金：39.7万円

町会長会を通じて住民の皆様より

賛助会費募集は、各種事業展開状況

でご協力をお願いする予定です。

千種コミュニティセンター

千種こども食堂わいわい

千種地区諸団体の活動紹介

アネッササロン

ご寄付ありがとうございます

60

35

未就学児童から高齢者、障が

い者、誰もが気軽に集える居場

所として開催しています。昼食

は優しいおばさんの手作りカレー

を皆で頂いてます。

【げんき食堂：友達お年寄りとの昔遊び】

・毎月第4土曜日の10時～14時

・自由遊びは運動、イベント、ゲーム、お勉強

・要事前予約、未就学児童から、親子20名

【あそびばアネッサ：親子で楽しい運動･遊び】

・毎年11月の第4土曜日、

10時～13時

・自由遊びは運動、ゲーム、

卓球教室

・予約はアネッサ事務局よ

り案内チラシを発行予定です。

・要事前予約、未就学児童から、親子60名

げんき食堂、あそびばアネッサ



（円）

 繰越金収入 1,682,119

 市社協支出金収入 1,282,424

 賛助会費収入 0

 寄付金収入 29,001

 雑収入 199,815

　　　合計　① 3,193,359

 運営費 175,877

 基本事業費 512,572

 先駆的事業費 38,637

 地域（子ども）食堂事業 174,306

 地域福祉支援事業 76,465

 第２層協議体運営費 0

 地区社協運営経費 0

 自主事業費 39,900

 共済事業費 410,000

 新規事業費 12,250

 雑費 67,990

　　　合計　② 1,507,997

1,685,362

収
入
の
部
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の
部

令和４年度決算

　次年度繰越金（①ー②）

（円）

 繰越金収入 1,685,362

 市社協支出金収入 1,510,145

 賛助会費収入 50,000

 寄付金収入 10,000

 雑収入 51,100

　　　合計 3,306,607

 運営費 750,000

 基本事業費 640,000

 先駆的事業費 110,000

 子どもの居場所づくり事業 100,000

 日常生活支援事業 100,000

 地域福祉支援事業 80,000

 第２層協議体運営費 160,000

 地区社協運営経費 160,000

 自主事業費 200,000

 共済事業費 410,000

 新規事業費 500,000

 予備費 96,607

　　　合計 3,306,607

支
出
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部

令和５年度予算

収
入
の
部

曜日 行 事 内 容 担当
R5年 7月26日 水 A班

〃 8月30日 水 B班
〃 9月27日 水 A班
〃 10月25日 水 B班
〃 11月29日 水 A班
〃 12月20日 水 B班

R6年 1月24日 水 A班
〃 2月28日 水 B班
〃 3月20日 水 A班
〃 4月未定 ー B班

備考
R5年 7月21日

〃 8月18日 谷口
〃 9月15日 早川
〃 10月20日

〃 11月17日 市原市保健
センター

R5年 12月1日

 ＊軽体操の出来る服装で、
  ご参加願います。
  予約は必要ありません。
  皆様の体調に合わせて
  参加できます。
   ＊耐震工事の状況で会場が
  変わる可能性があります。
  そのため開催日を1回/月
  変わりました。

7/22 8/26 9/30 10/28 11/25
11/25：げんき食堂とあそびばアネッサ合同　

親子リトミック♪（生後半年以上のお子さん）

体育室で自由遊び！走り回ろう

子育てワンポイントアドバイス

「そよ風」59号発行

   7/5   8/2  9/6   10/4   11/1     

開催予定日

合同開催

広報紙 「そよ風」 (年2回発行）

共生型サロン　(受付10：00～)　会場：アネッサ研修室

げんき食堂アネッサ・あそびばアネッサ（土曜日１０：００～　）

おしゃべりカフェ　（原則第１水曜日：10:00～12:00)

開催予定日

開催場所

開催予定日

開催予定日

子育てサロン講座（第3金曜 10：30～）会場：姉崎公民館

＊A班は民児協 B班は主に更生保護女性会

     行 事 内 容
手形をペッタン！
３B体操を親子で体験！

アネッサ 相談室２

令和５年度、地区社協、アネッサ

ともに色々変わります。主なものを

纏めてアネッサインフォメーション

として紹介します。

◆アネッサ新体制の人事

・武部麻未さん：姉崎担当からチー

ムリーダー兼千種地区担当に

・甲賀貴久さん：市社協へ

・富樫一貴さん：有秋地区から

姉崎地区担当に

・谷本幸也さん：有秋地区担当に

・転出の甲賀さんありがとうござ

いました。新任の方々、宜しく

お願いします。

◆アネッサ福祉祭りバザー

アネッサ創立25周年の記念行事

として社協とアネッサの共同開催

とします。コロナにより延期つづ

きで４年ぶりの開催ですが、装い

新たにフェス風に、生まれ変わる

計画です。

◆共生型サロンにてアネッサ集約

姉崎公民館とアネッサの２会場

開催の茶話会を、共生型サロンと

してアネッサに集約し、（仮称）

「集いの場アネッサ」を開催して

います。

◆姉崎「チョコっと」サービス

地区社協の日常生活支援事業と

して新規に姉崎「チョコっと」サー

ビスを試行立ち上げました。

ゴミ出し、部屋掃除、電球交換、

話し相手、書類の記入、窓ガラス

そうじ、庭の草取り等を、１作業

/2人/30分で200円（最高２時間）

にてサービス提供します。

依頼希望者は、福祉関係者に声

がけ依頼をお願いします。福祉関

係者が地区社協につなぎます。

◆体育室耐震工事

体育室の耐震補強工事を計画し

ています。工事は６カ

月の予定です。この期

間は体育室の使用がで

きません。

◆アネッサにＷi-Ｆi設備設置

ネット通信が使い易くなりまし

た。

◆その他アネッサ設備紹介

アネッサをよくご存じない方の

ために体育室の他、お風呂、はつ

らつ元気ルーム、カラオケ付き広

間、和室、研修室、実習室、児童

館等の設備があります。

どうぞご利用ください。

電話：0436(62)8806

開館時間：午前9時～午後9時

休館日：祝祭日、年末年始

「そよ風」広報部会

駒ケ崎筋金近トレ体操会

代 表 田 中 多 鶴

椎津会館の「通いの場」は、

2018年9月の発足から４年半を過ぎ

ました。

キャッチフレーズは、

①家を出て多くの人と触れ合い

ましょう。

②簡単な筋トレ運動で全身の血

流を促しましょう。

③おしゃべりで脳の活性化をし

ましょう。の３つです。

ところが、2020年からのコロナ

感染防止対策で、２回の休止期間、

延べ６カ月も休みました。

当初、登録会員21名で始まりま

したが、会員もグーンと減り、10

名となりました。この休みの期間

以外、毎週金曜日の午前中、活動

を続けています。

会場には、空気清浄機、一酸化

炭素測定器などの設置、テーブル、

いすの消毒など、コロナの感染防

止に細心の注意を払ってきました。

もっと多くの方に、参加してほ

しく声掛けはしていますが、増え

ないのが現状です。

会場では、準備体操で体をほぐ

し、いちはら筋金近トレ体操を行

い、次に整理体操、そしてＴＲＦ

のサムさん監修の ＤＶＤ（シニア

エクササイズ）を見ながら、懐メ

ロに合わせて楽しく踊ります。そ

のあと輪になって座り、おしゃべ

りと笑いが続く、週一回の楽しい

憩いの場となっています。 明るく

て、元気な会員の皆さん、健康年

齢は？ いうまでもありません。皆

さん、まず家を出て、近くの通い

の場に参加してみませんか？

頑張ってます チャレンジ通いの場

第58号（３） そ よ 風 令和5年7月1日第58号（２） そ よ 風 令和5年7月1日

＊基本事業費とは、各部会や福祉バザー、小域福祉ネッ
トワーク、役員研修等の活動費です。

＊先駆的事業費とは、新しく取り組む事業に配分される
予算で、相談支援事業や災害支援事業が該当します。

＊第２層協議体運営費とは、第１層の市社協に対し、地
区社協を２層とした生活支援等サービスの提供体制の
構築費です。

＊自主事業費とは、地区社協主催研修費です。
＊共済事業費とは、地区社会福祉協議会を構成する12団

体への活動助成金です。

◆おしゃべりカフェ

お悩みごと有りましたら

お茶でも飲みながら、お気軽に

ご相談に来てください。

相談日は原則、

第一水曜日 10時から12時

アネッサ 相談室２です。

◆ふれあいボックス

お悩み、困りごと、支援して欲しいこと

など何でもお気軽に投稿してください。

相談箱の設置場所は、

アネッサ１階公衆電話の横

追加で2か所

青葉台ふれあいサロン、上町中央公民

館にも設置しました。

姉崎地区社会福祉協議会の主な事業計画

＊事業等でご不明な点は、アネッサ事務局へお問い合わせ

下さい。12月以降の予定は「そよ風59号」で掲載予定です。

ア ネ ッ サ

責任者 猪股 理寛

当センターは市

委託の総合相談窓

口です。五井西・

姉崎が担当圏域で

す。令和４年４月

より『地区福祉総

合相談センター』の機能が加わり、

高齢者のみならず、子ども、障が

い、生活困窮等、福祉に関する分

野や世代を問わない相談窓口となっ

ています。お困りごとに対して一

緒に良い解決方法を考えていきま

しょう！

お気軽にご相談下さい。

所在：青柳524－1

電話：0436(26)5151

相談日時:月～土 8:30～17:00

包括支援ｾﾝﾀｰ「しおみ」

体育室でのサロン

相談支援事業


